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問題概要
辺の長さが 1 のキューブを A×B×C 個集めた直
方体がある。

これから N 個のキューブを取り除いた物体の連
結成分数を求めよ。連結性の定義はキューブが
面で接していること。

(直方体の1辺の長さ)<=106, 0<=N<=20000



解法
表現しやすさのため、2次元で説明します。

連結成分数：4



想定誤解法
キューブを全部扱うと、座標圧
縮しても O(N^3)個で多いので、
表面に1点でも現れているキュー
ブを取り出して、それらについ
てのみ考慮して連結成分数を数
えたくなる。
→孤立した穴があるような場合
に間違えます
→そもそも直方体の表面には
O(N^2)個のキューブがあってや
はりTLEやMLEになります 赤ハッチのキューブだけ調

べると2つの連結成分だが
正解は1



想定解法
キューブを分割するような面をひとつず
つ処理する。まず、取り除くキューブ
を、点連結しているものたちの集合に分
解する（R

1
, R

2
, ...とする）。

その集合のそれぞれに対して、「R
i
に点

で接する、取り除かれないキューブの集
合」をS

i
とする。

S
i
の（面連結での）連結成分数を調べ

る。それが T 個のとき、 全体の物体に
ついて T-1 個の連結成分が新たにでき
たことを意味する。
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想定解法
連結成分数を数えるのは、幅優先探索なりUnion-
Findなりを使えば、要素数に対してだいたい線形
時間でできる

S
i
の要素数の合計は取り除くキューブ数(=N)の

高々定数倍なので、計算量 O(N)
※ただし定数倍が大きく、N=20000で実行に 1~2秒かかります
※キューブ情報を管理するSetの計算量をO(1)とみなしています
※Union-Findを使う場合はその分（アッカーマン関数の逆関数
とか）が加わります



別解
想定誤解法（取り除いた後に表面になるキュー
ブだけ調べる）を改善して、表面になるキュー
ブのうち同じ連結成分に含まれるものはどれか
を賢く探索して O(N^2)より小さくする、といっ
た方法でも通るようです



コーナーケース
N=0 のときに注意



ジャッジ解
● 田中 153行 3422Byte (Java)
● 須藤  97行 2137Byte (C++)
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